
           根っこ劇場                       ようこそ 

     “公共劇場”は、みんなのためにある劇場             みんなの根っこ劇場へ 

  みんながみんなでみんなとより生きるための劇場へ 

 

         次回の根っこ劇場のお知らせ                  

    9 月 8 日（日）  津市白山総合文化センター  

 ✦10：00～11：30  日本の神話「海と山のおはなし」 

 ✦12：00～15：00  おいしい・たのしい縁日 開催 

 

       お出かけ(^.^)根っこ劇場(^^♪             

   日本の昔話、日本神話を届けに出かけていきます   

   一緒にたくさんおしゃべりいたしましょう♪♫♩～ 

   ＊ お気軽に、お問い合わせください ＊ 

 

    お問い合わせ     

NPO 法人森の劇場プロジェクト 

          事務局：津市白山町二本木３０６－２０ 

  Mail：info@popra.jp    電話・FAX：０５９－２６２－２０８８ 

HP： http://popra.jp/  森の劇場プロジェクト 検索   

7月のお話 
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      おしえてアンケート                  ・根っこ劇場 7 月の回 参考資料 ・ 

１）自分で自分を元気にするためにしていることがあったらおしえてください     「親子で読む 大祓詞物語」 文：吉村政徳 絵：深田泰介 

                                    子供たちに伝えたい“ 日本の建国 ”   監修：新田 均  

 

                                    ☘ 案内役  新田 均 ： 皇學館大学特別教授           

☘ 案内役  駒田具夫 ： 小野江神社（松阪）宮司                

                                   ☘ 進行役  長野多恵 ： NPO 法人森の劇場プロジェクト  

２）感じたこと・思い出したこと・伝えたくなったことなどなど・・なんでも          

 子供たちに伝えたい”日本の建国”の本に、             

                                                                      「先人の苦労や想いを知ること、神話を知ることは、自分自身を知ること」   

                                                                      という文章があります。                       

                                                                      今年、根っこ劇場で神話に関わらせてもらい、 

                                                                      上記のことは、確かに自分自身を知ることとなり、それは、自分の根っこ   

をもつことに繋がるだろうと感じます。 

                                                                      このことは、自分を信じること、そして、仲間を信じるエネルギーになる     

                                                                      のだろうとも感じます。 

今回、大祓詞を何度も読んでいるうちに、先人が祈ってくれた言葉が、     

よかったら、  連絡先・お名前など、、、、、書き残してください✍                 自分の祈りに重なるような不思議な感触がありました。           

                                                                      古代、言葉は祈るために生まれてきたのだろうか？などと想像をたのしむ    

時間がありました。 

                                                                      私は、子どもたちが自国の神話から、たのしんで生きる教養を身に着けて   

くれることを心から願っています。                  

                                                                      

 


